
第６２回「くらしの中の竹工芸展」受賞作品決定 

令和８年１月１９日に別府市竹細工伝統産業会館において作品審査会を行い、受賞作品が決

定しました。 

■表彰式 １月２６日（月）１0 時 30 分 別府市竹細工伝統産業会館 

 ※審査講評（審査委員による受賞作品の講評）は、展示会の期間中、常時ビデオ上映します。       

 

 

 

 
 

■会 期 １月２７日（火）～２月１５日（日） 
８時３０分～１７時（最終日は１６時まで） 
月曜日休館 

■会 場 別府市竹細工伝統産業会館（東荘園8丁目2番13号0977-23-1072） 

■観覧料 高校生以上 390 円、小中学生 130 円 
（常設展示見学を含む。20 名以上は団体割引あり。）  

主催  竹・ルネサンス実行委員会 

共催 別府市、別府竹製品協同組合、大分みらい信用金庫 

後援 大分県、別府市議会、別府商工会議所、一般社団法人別府市観光協会、別府竹製品卸商業組

合、一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会、大分合同新聞社、朝日新聞大分総局、読売新

聞西部本社、毎日新聞社、西日本新聞社、今日新聞社、NHK 大分放送局、OBS 大分放送、

TOS テレビ大分、OAB 大分朝日放送、エフエム大分、CTB メディア（順不同） 

問合せ先 
竹・ルネサンス実行委員会事務局（別府市産業政策課内） 

電話 ０９７７－２１－１１３２ 
※受賞作品の画像データを提供できます。提供は表彰式後となります。 



第６２回くらしの中の竹工芸展   受賞者 

【開催主旨】 「竹の器と暮らす心豊かな生活」をテーマに、別府竹細工の伝統技と生活に潤い

をあたえる豊かな造形美を融合した、新しい竹工芸品を募集しました。美術性の

みならず産業工芸、生活工芸として日常生活に密着した商品性のある作品を顕彰

することにより、別府竹工芸の振興を目的としています。 

【審査基準】 別府竹細工の品格を有し、生活に潤いをあたえる「実用性」と「造形美」を兼ね

備えた新しい感覚の作品。 

【重要無形文化財保持者賞】 竹工芸家 岐部笙芳氏により創設された次世代の作り手の支援を

目的とした賞です。 

【特別賞】  別府市竹細工伝統産業会館の所蔵に値すると判断できる優秀作品。他の賞と重複

受賞が可能です。 

【備考】■今回・・・出品者数 ６９名、出品点数 ８ ２ 点  

■前回・・・出品者数 ７６名、出品点数 ９ １ 点  
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